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仮
説
検
証
授
業
づ
く
り

所
長

田
中

浩
三

長
期
研
究
員
四
名
の
検
証
授
業
が
、
七
月
半
ば
で
全

て
終
了
し
た
。

本
研
究
員
の
研
究
の
進
め
方
は
、
研
究
テ
ー
マ
に
迫
る
た
め
に
仮
説
等

を
基
に
理
論
研
究
を
深
め
、
授
業
実
践
を
通
し
て
そ
の
有
効
性
を
検
証
す

る
と
い
う
仮
説
検
証
に
よ
る
実
践
的
研
究
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
過

程
の
中
で
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
テ
ー
マ
に
迫
る
た
め
の
「
仮

説
（
手
だ
て
）
の
設
定
」
で
あ
り
、
教
科
等
の
「
単
元
を
通
し
て
仮
説
の

有
効
性
を
検
証
」
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

仮
説
検
証
の
授
業
で
は
、
場
や
手
だ
て
、
目
標
等
が
仮
説
と
し
て
具
体

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
計
画
の
段
階
か
ら
焦
点
化
し
て
取
り

組
み
、
実
践
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
さ
が
あ
る
。

一
方
、
授
業
実
践
で
は
仮
説
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
発
問
の
仕
方
や
学

習
意
欲
を
高
め
る
言
葉
か
け
、
さ
ら
に
は
支
持
的
学
級
づ
く
り
等
の
工
夫

を
す
る
こ
と
が
学
習
効
果
を
高
め
る
よ
い
授
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
当

然
、
研
究
員
も
よ
い
授
業
づ
く
り
を
工
夫
し
、
仮
説
の
効
果
を
高
め
る
授

業
を
目
指
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
学
級
担
任
や
教
科
担
任
を
離
れ
て
研

究
を
進
め
る
研
究
員
に
と
っ
て
、
仮
説
検
証
授
業
を
進
め
る
に
は
、
努
力

を
要
す
る
場
面
が
多
々
あ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
員
が
特
に
努
力
し
て
い
る

様
子
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
授
業
づ
く
り
に
お
け
る
学
級
・
教
科
担
任
と
の
連
携
で
あ
る
。

研
究
に
関
わ
る
内
容
や
方
法
、
教
材
研
究
等
、
検
証
授
業
の
事
前
・
事
中
・

事
後
を
通
し
て
そ
の
都
度
学
級
を
訪
問
し
、
説
明
・
協
力
を
求
め
て
い
る
。

学
級
経
営
上
の
協
力
も
然
り
で
あ
る
。

次
に
、
子
ど
も
と
の
ラ
ポ
ー
ト
づ
く
り
で
あ
る
。
短
期
間
に
名
前
を
覚

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
機
会
あ
る
毎
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

子
ど
も
の
よ
さ
を
授
業
づ
く
り
に
活
か
す
術
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
努
力
の
様
子
は
、
報
告
書
等
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
検
証
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
大
切
に
す
べ

き
基
本
的
な
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
仮
説
の
効
果
等
が

発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
担
任
や
子
ど
も
た
ち
と
「
共
に
授
業
を
つ
く
る
」

姿
勢
も
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
カ
月
後
に
は
研
究
員
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
で

確
認
で
き
な
い
努
力
の
積
み
重
ね
が
研
究
成
果
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

と
思
う
。
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所 長 田 中 浩 三

１００期 教育研究員 「指導案検討会」終了！

又吉指導主事6/18(火)大城，富山6/17(月) 下地，喜屋武

単元を通して身につけさせ

たい力を明確にもち，授業の

どの場面でどのような手だて

をうち検証するのか，指導案

を再検討して授業実践に繫げ

ていきます。（喜屋武）

今回の検討会を終えて，自

分が悩んでいる場所を所長

や指導主事の先生方に質問

されたので，自分の迷いは指

導案に表れるのだと感じま

した。（大城）

「自由研究の進め方講座」
7/1(月)、研究所会議室において、本研究所 玉村

かおり指導主事を講師に「自由研究の進め方講座」
が行われました。小中学校合わせて２１名の参加が
ありました。

「教育法規講座」 知っておきたい教育法規

6/14(金)、研究所会議室において、元
那覇市立天妃小学校校長新里益弘氏を講
師に「教育法規講座」が行われました。
小中学校合わせて２３名の参加がありま
した。

小論文を書く際、序論・本論・結論等各論の具体的構成
まで話してもらいわかりやすく参考になりました

中県が推進している資料（学校の努力点など）を改めて
熟読する必要があると感じた。論文作成のポイント等
がよく分かった。

小今，実際に行っている授業から「はてな？」を発展・
追究させられたらいいなぁと思いました。

中事前指導のポイントの絞り方や助言の与え方のポイ
ントがとても参考になった。資料を持ち帰り職員で共
有したい。

平成 25 年度

標準学力調査結果説明会
6 月 2５日(火)に、自治会館２Ｆ会議室にて標準学力

調査結果説明会が行われました。
教育相談や夏休み前の三者面談、懇談会等で、活用し

て頂けるように、結果説明会では生徒の個人別帳票も配
付致しました。分析結果は、教科、学級、学年、学校全
体で活用して、対策を講じていただければと思います。

中学校１学年・２学年の国語・数学
担当の先生方が参加しました。
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理論編は「授業づくりのポイント」「学

習指導案作成のポイント」のほか，「教

材開発・教材研究の視点」「学習指導要

領から授業実践へ」など展開。

実践編では(中略)３領域１言語事項に

分けて授業の詳細事例を掲載。

「Ｑ＆Ａ」編では教師の悩み解決のた

めのヒントを紹介。


